



ƒ
‹�Ë	ý �~ �æ�Ó�è�Ó�µ

�á�8�¤�t
\�a�”�a�ä�z �L�? �s�r �w�Ÿ	×�U	Z �s�r

�è	×�á�8�Ì�w
ƒ
‹	Ý�6�›�ú�r

�¥
C�Ä�‚�w
C
\�æ�µ�«�›�ÿ�n

���?�:�U�Ì�w
T
‹�Ù� �ï�Ä�w�Ü�“���ˆ


‡�á�8�Ì�w

ƒ
‹	Ý�6�›�ú�r

�?�>
ƒ
‹ �Æ
¢

�…�w�S�b�b�Š

�
�}�¥
C�Ä�‚�w
C
\�æ�µ�«�›�ÿ�n

	H�R�w�:�U�^�À �¢ �Ô	×�w�è�¹�•���?�:�U �£�p�x�ú�r�U�É� �̀T�l�h�Ÿ	×�›
C�_�p�V �z�¥
C�Ä�‚
�w
C
\�æ�µ�«�›�ÿ�n� �̀‡�b�{

�Ô�°	H�R�w�:�U�^�À�p�x�ú�r�U�É� �̀T�l�h�Ÿ	×�±�q�x �z �è�¹�•���?�:�U�p�x�ú�r�U���É�s �®�Ÿ	×�a�ä �¯

�®�Ÿ	×�L�?�̄�® �̈ �µ�Ù�• �̄�® �̈ �µ�¼�= �̄�® 
ˆ���	�¼�=�̄�® �à	!�Z	ü�ˆ�Ÿ	×�¯ �s�r�{

�Þ�Æ
¢�^�À�w�h�Š�z�†
¶�m�´�‘�m�U�¬�-�p�V�s�M�;�+�•�¾�V	Z� �̀;�+�t�0� �̀o�x�z

�…�›�æ�Q�s�M	Ô�ù�U�K�“�‡�b�{

���}���?�:�U�› �®�p�$�~�ô�S�t�§�	

�Æ
¢

�…�p 
C�_�̀ �h
T
‹�Ù� �ï�Ä�›���?�:�U�t�ù�̃ �d�o	O�:�$�t
T
‹�p�V �z�f�w�¦�õ
æ
¼ �›
�Ä
²�t	�
��p�V�”�s�r�z�®�p�$�~�ô�S�t���?�:�U�›�§�	� �̀‡�b�{

���}�-	�
…�;�w�®�p�$�á�;�q
ƒ
‹�Ë	ý�-�h�w�§�	

�Ì�?�÷�w�Õ�å�t�˜�h�”�&�g �~ �U	[ �~ �Ê�¢�Ë�¢�› 
\ �T�̀ �z �S�l�7 �t�7�&�s�Ý�ï�Â�Æ�ï�µ �›
�]���Š�̀ �z�?�—�™�…�w	ô�T
Q�›�²	Í�^�d�”�q�‰�Ì�t�z�-	�
…�;�w�®�p�$�á�;�q
ƒ
‹�Ë	ý
�-�h�w�§�	�›�æ�M�‡�b�{

�Æ
¢ 
 
 �…

�~�;�+�w
ü�r
T
‹

�~�›
Q�¼�g �s�r

�Æ
¢

�…�p�Ì�¬�=� �̀h
�Ÿ	×�U	t�›	O�:�$�t
T
‹

� � � ? � : �U
���Ë�= �~ 
æ
¼�¦�õ
ï�ù�&�A
Q

�~
�?�—�™�…	ô�T
Q

�w
�²	Í


ï�ù�&�A
Q�w�²	Í�~�?�—�™�…	ô�T
Q�²	Í�Ñ�é�”

�¥
C�Ä� ‚ �w
C
\�æ�µ�«�›�ÿ �n�`�z � � �? � : �U�›�®�p�=

�Æ
¢

�…�p�x�z�è	×�á�8�Ì�w
ƒ
‹	Ý�6 �› �ú�r�p�V�”�h�Š�z�Í�w�‘�O�s�Ý�æ�¿�Ä�U�K�“�‡�b�{

�Ä�‚
�~


ƒ
‹���­ �w
�)�e
Q

�Ä�‚
�~


ƒ
‹���­ �w
�)�e
Q

�?�>�$
�µ�Ä�è�µ

�; �•�$
�µ�Ä�è�µ

�þ�q�$
�µ�Ä�è�µ

�� �¥�$
�µ�Ä�è�µ


€	î
Æ�‘�~
€�:�Ž�ã�~
�Ä�å�¿�©�ï�¬�~
ˆ �� �

�Å�ÿ�< �~
��í �S�ÿ�<�~
�
�Ø
ˆ���¼�=�s�r

�a�œ�K�M �~�����~
×	ï
Q�̈ �µ�~

�Î�”�Ä�±� �«�ç �~�u�ê

�s�r

	ü�̂�z	¿�8 �~�!���~


C�z�~�Ž�ã�~���̂

�s�r


\�ˆ�¤�­�~�-	��0� 
Æ�D�~
�å� �Ñ�±� �«�ç�̄ �µ�Ä �~�O
�$�F
M�¢ �1�$�#�~�ž�µ�Õ�µ�Ä�£
�s�r

�¤
ì�w�9�S�Ì�å�ï�µ�U
�~
³�^�•
Y	×�=

�ä�h
þ�����p

�Ÿ	×�a�ä�U	t
�w
C�_

�è�¹�¬�Ý�p�x

�Ÿ	×�s�̀

�Æ
¢

�…�w�Ý�æ�¿�Ä

�ª�…�Ï�+�w�ä�h
þ�����w�«�«

�æ�±� �«�ç�æ�±� �«�ç

�Ë	ý�- �h�Ë	ý�- �h

�Ë 	ý�Ë 	ý

� � �Ë	r � ”� � �Ë	r � ”

� ' �w�- 
¶� ' �w�- 
¶

	a�»�~�¾ �V �I�`

�Ä�™�- 
¶ �~� ‘ � - 
¶

� - 
¶ �§� 	

�á � ; � � �g


 ï �ù 
 
 �…


ƒ�-�~
a�̂ �ª���»�-���h

�†���á�;�8

�á�;�‰�•�8�Ý�z�=
��æ�8

�-
¶�̄ �ï �± �ç�Â�Ÿ�ï�¬

������������������
���	�����	�����
���	��

2

診断対象早見表

活線診断が可能な機器及び診断項目

診
断
項
目

熱
画
像
測
定 

（
➡
Ｐ
３
）

コ
ロ
ナ
放
電
測
定 

（
➡
Ｐ
５
）

Ｓ
Ｆ
６

ガ
ス
分
析 

（
➡
Ｐ
７
）

油
中
ガ
ス
分
析 

（
➡
Ｐ
７
）

油
中
フ
ル
フ
ラ
ー
ル 

分
析 

（
➡
Ｐ
７
）

蓄
電
池
状
態
分
析

汚
損
度
測
定 

（
➡
Ｐ
７
）

総
合
評
価
手
法 

（
➡
Ｐ
７
）

絶
縁
抵
抗
測
定

抵
抗
測
定

対象機器
ガス絶縁開閉装置　(GIS，C-GIS) ● ● ● － － － ● ● － －

柱上気中開閉器　(PAS) ● ● － － － － ● ● － －

断路器　(DS) ● ● － － － － ● ● － －

気中負荷開閉器　(LBS) ● ● － － － － ● ● － －

電力ヒューズ　(PF) ● ● － － － － ● ● － －

避雷器　(LA) ● － － － － － ● ● － －

真空遮断器　(VCB) ● ● － － － － ● ● － －

進相コンデンサ　(SC) ● ● － － － － ● ● － －

直列リアクトル　(SR) ● ● － － － － ● ● － －

油入変圧器　(T) ● ● － ● ● － ● ● － －

乾式モールド変圧器　(T) ● ● － － － － ● ● － －

配電盤 ● ● － － － － ● ● － －

指示計器 ● － － － － － ● ● － －

保護継電器 ● － － － － － ● ● － －

モールド形計器用変成器　(VT，CT) ● ● － － － － ● ● － －

電磁接触器 ● ● － － － － ● ● － －

気中遮断器　(ACB) ● － － － － － ● ● － －

配線用遮断器　(MCCB) ● － － － － － ● ● － －

漏電遮断器　(ELCB) ● － － － － － ● ● － －

蓄電池 ● － － － － ● ● ● － －

直流電源装置 ● － － － － － ● ● － －

無停電電源装置 ● － － － － － ● ● － －

高圧電力用ケーブル － ● － － － － － － ● ●

測定器

熱
画
像
測
定
器

コ
ロ
ナ
放
電 

測
定
器

Ｓ
Ｆ
６

ガ
ス 

分
析
器

絶
縁
油
分
析
器

絶
縁
油
分
析
器

蓄
電
池
試
験
器

導
電
率
測
定
器

−

ケ
ー
ブ
ル
活
線

診
断
装
置

ケ
ー
ブ
ル
活
線

診
断
装
置

診断内容

絶
対
温
度
測
定

相
対
温
度
比
較

コ
ロ
ナ
放
電
の

発
生
有
無

ガ
ス
の
劣
化
度

内
部
異
常
の
有
無

絶
縁
油
の
劣
化
度

絶
縁
物
の 

劣
化
度

蓄
電
池
の 

劣
化
度

汚
損
度

総
合
評
価
手
法

シ
ー
ス
部
の

亀
裂
・
劣
化
有
無

遮
蔽
テ
ー
プ
の

腐
食
・
破
断
有
無

診断方法

赤
外
線
に
よ
る

温
度
分
析

放
電
音
量
の 

分
析

Ｓ
Ｆ
６

ガ
ス
の

成
分
分
析

油
中
ガ
ス
分
析

油
特
性
試
験

フ
ル
フ
ラ
ー
ル

分
析

放
電
特
性
、 

容
量
分
析

導
電
率
分
析

目
視
に
よ
る 

確
認

シ
ー
ス
絶
縁

抵
抗
測
定

遮
蔽
軟
銅
テ
ー
プ

抵
抗
測
定

※活線作業のため、安全離隔距離が確保できない機器、引き出し機器に対しては、診断を行えない場合があります。

劣化評価に、影響度・リスクレベルを加味した
受変電設備の総合評価例

設置環境診断・SF6ガス分析・油中ガス分析・油中フルフラール分析

設
備
更
新
・
リ
プ
レ
ー
ス

運転中に生じる過熱、放電などの異常検出など

通常運転時の設備状態を把握

突発事故の発生リスクを低減

停電点検時の整備ポイントの絞り込み

非運転時の
設備状態を把握

電気設備 活線診断のおすすめ

１．突発事故の発生リスクを低減

従来の点検作業（日常の目視や停電点検）では把握が難しかった異常を発見でき、突発事故
の発生リスクを低減します。

●『従来の点検作業では把握が難しかった異常』とは、目視や停電点検では把握が困難な「異常過熱」
「異常放電」「ガス漏れ」「ガス劣化」「絶縁油劣化」「軸受け振動異常」など。

※活線作業のため、安全離隔距離が確保できない機器や引き出し機器に対しては、診断を行えない場合があります。

２．停電点検を効率的・高度に支援

活線診断で発見した整備ポイントを停電点検に合わせて重点的に整備でき、その交換部品を
事前に手配できるなど、効率的・高度に停電点検を支援します。

３．保守費用の効率的運用と設備更新計画の支援

明電舎の長年にわたる経験・技術・ノウハウを生かし、お客様に最適なメンテナンスを
ご提案し、電力供給の信頼性を向上させると同時に、保守費用の効率的運用と設備更新
計画の支援を行います。

活線診断

・機器の分解整備
・特性試験など

活線診断で明確化した
異常箇所を重点的に整備

停電点検
延
命
化
・
部
品
交
換

総
合
経
済
性
・
電
力
供
給
信
頼
性
の
向
上

総合経済性の向上・電力供給信頼性向上フロー

突発事故の発生リスクを低減し、停電点検を効率化

活線診断では、通常運転時の設備状態を把握できるため、次のようなメリットがあります。

事故
・

設備停止の
危険性

事故
・

設備停止の
危険性

電気的
ストレス

機械的
ストレス

社会的
ストレス

環境的
ストレス

接触不良・接点摩耗・
トラッキング・絶縁抵
抗低下・真空度低下・
沿面絶縁劣化など

じんあい・汚損・腐食性ガス・
ヒートサイクル・吸湿
など

振動、衝撃・変形・
発錆・摩耗・緩み
など

生産中止・保守対応不可・
ライフサイクルコスト・法
的規制（PCB・アスベスト）
など

各相の温度バランスが
改善され正常化

熱画像測定で

異常過熱箇所
の発見

目視確認では

異常なし

活線診断のメリット

〈断路器の熱画像測定の例〉

リサイクルリサイクル

更新計画更新計画

更 新更 新

延命処置延命処置

予防保全予防保全

竣工・引き渡し竣工・引き渡し

事後保全事後保全 改良保全改良保全
保全支援保全支援

運用管理運用管理

総合診断総合診断

設計・製作 施 工計 画

安定運用期

運用開始期老朽化進行期

保全コンサルティング保全コンサルティング

Lifecycle
Engineering

7 81

・ 国交省電気通信設備劣化診断（電力設備編）の評価表を活用
・ 劣化評価点から故障発生レベルを算出
・ 設備ごとに故障時の影響度を評価
・ 故障発生レベルと影響度評価からリスクレベルを算出
・ 一次評価での必要処置費用を算出、対策実施後を想定した二次評価

主に変圧器のガス成分量分
析などにより、機器内部の
状態確認及び劣化度の確認
が可能。

SF6 ガス分析�

充電中の高圧電力用ケーブ
ル診断の例
劣化兆候を把握し細密診
断、更新時期をサポート。

（専用端子箱の設置が必要
になります）

高圧電力用ケーブル診断

鍛えられたプロの目により、お客様の電気設備を確認。
活線診断により、的確且つ最適な予防保全の支援。

目視確認・そのほか

設置環境診断

国交省電気通信設備劣化診断（電力設備編）
評価表による一次診断

個別機器の
影響度評価

盤毎の総括表作成

一次診断修繕費用算出

修繕実施後を想定した二次診断

受変電設備総括表の作成

総合評価・LCC*1 分析

お客様と影響度の検討

LCCの最適化
*1　LCC：ライフサイクルコスト

電気室・配電盤内、機器
表面などに堆積した汚
損物質の導電性を測定。
導電率を等価塩分付着
量に換算し汚損度として
定量的に分析、汚損に含
まれるイオン成分を分
析することで、設備環境
の状況を確認し改善策
を提供。

80

60

40

20

0

高圧受電盤

高圧き電盤

高圧
コンデンサ盤低圧電灯盤

低圧非常
動力盤

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

更新

修繕

レーダーチャートによる費用対効果の見える化

一次評価

二次評価

0～20：許容範囲

20～40：次年度
 リスク低減要

40 以上：早急に
 リスク低減要

油入変圧器劣化診断
（ガス分析・フルフラール分析）

主に油入変圧器の絶縁
油分析などにより絶縁
油の成分量のほか、機
器内部の状態確認及び
劣化度の確認が可能。
※採油用ドレン付きに限る。



熱画像診断事例：１

 ●局部過熱の原因は接続部に使用のパッキンが長期運用により弾性が低下し、接触抵抗が増大
したことによるもの。負荷電流の大きさによっては、接続部溶損・火災の恐れがあった事例。

 ●定期点検時に接続部の締め付け確認を実施されていたもの。

 ●長期間の運用により、進相コンデンサの経年劣化で過熱した事例。

 ●通常の定期点検時には、異常が発見されなかった。

 ●通常運転時に、熱画像測定を実施して定期点検時に整備・修繕を計画することで作業効率の向
上が可能。

測定部位：油入変圧器接続部

締め付け確認では発見できません

右側接続部に局部過熱を発見

27.7℃ 52.2℃

進相コンデンサ

進相コンデンサの状況把握に

左側コンデンサに過熱を発見

熱画像診断

3 4

各機器の温度状態を画像として撮影、異常過熱状態が確認できます。

熱画像診断事例：2

 ●各相負荷電流80A使用時に、赤相１次側主回路断路部に局部過熱が見られた事例。

 ●長期使用による、接触部の接触抵抗増大と推測される。

 ●このまま運転し続けると、溶損、火災の危険がある。

 ●目視点検では把握が困難であり、異常が発生しないと発見できない部位である。

 ●計測のために頻繁に切り換え操作をした結果、摺動面のメッキがはがれ、発熱に至った事例。

 ●電流計測回路の接触不良は、CT（計器用変流器）二次回路が開放され異常な高電圧が発生し、
計測回路に接続された機器の焼損へつながる恐れがある。

測定部位：MCCB

目視だけでは発見できません

右側端子台に局部過熱を発見

測定部位：電流切換スイッチ

劣化状態の把握をするために

中央部に局部過熱を発見



■　仕様は機能・性能向上などのため変更することがありますのでご了承ください。 

安全に関するご注意
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電磁波による部分放電検出�

コロナ放電可視化による部位の特定

電磁波を用いた部分放電測定装置

電磁波を用いた部分放電測定波形例

コロナカメラ活用による、診断風景

66kV　鉄塔

7.2kV　LBS

回転機固定子巻線
撮影事例

電磁波による部分放電診断事例

コロナ検出カメラによる部分放電検出

5

目視では確認が難しい高圧機器（主にモールド機器）の絶縁部の汚損や劣化により発生
する部分放電の確認ができます。

部分放電診断システム

音響法(ＡＥセンサ)による部分放電検出事例�

部分放電診断

高圧電気設備の絶縁物劣化、表面の汚損などにより、部分放電(コロナ放電 )が発生し絶縁破壊から大事
故へつながる恐れがあります。
この部分放電を運転中に検出することにより、電気設備の異常兆候の早期発見につながり、未然に事故
を防止します。また、エネルギー損失の低減や劣化状態調査に利用できます。

音響法(AEセンサ)、電磁波法(アンテナ)による部分放電検出

AEセンサによる部分放電測定事例

AEセンサを用いた部分放電測定装置

部分放電検出波形例



診断対象早見表

活線診断が可能な機器及び診断項目

診
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項
目
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測
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）

総
合
評
価
手
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（
➡
Ｐ
７
）

絶
縁
抵
抗
測
定

抵
抗
測
定

対象機器
ガス絶縁開閉装置　(GIS，C-GIS) ● ● ● － － － ● ● － －

柱上気中開閉器　(PAS) ● ● － － － － ● ● － －

断路器　(DS) ● ● － － － － ● ● － －

気中負荷開閉器　(LBS) ● ● － － － － ● ● － －

電力ヒューズ　(PF) ● ● － － － － ● ● － －

避雷器　(LA) ● － － － － － ● ● － －

真空遮断器　(VCB) ● ● － － － － ● ● － －

進相コンデンサ　(SC) ● ● － － － － ● ● － －

直列リアクトル　(SR) ● ● － － － － ● ● － －

油入変圧器　(T) ● ● － ● ● － ● ● － －

乾式モールド変圧器　(T) ● ● － － － － ● ● － －

配電盤 ● ● － － － － ● ● － －

指示計器 ● － － － － － ● ● － －

保護継電器 ● － － － － － ● ● － －

モールド形計器用変成器　(VT，CT) ● ● － － － － ● ● － －

電磁接触器 ● ● － － － － ● ● － －

気中遮断器　(ACB) ● － － － － － ● ● － －

配線用遮断器　(MCCB) ● － － － － － ● ● － －

漏電遮断器　(ELCB) ● － － － － － ● ● － －

蓄電池 ● － － － － ● ● ● － －

直流電源装置 ● － － － － － ● ● － －

無停電電源装置 ● － － － － － ● ● － －

高圧電力用ケーブル － ● － － － － － － ● ●
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※活線作業のため、安全離隔距離が確保できない機器、引き出し機器に対しては、診断を行えない場合があります。

劣化評価に、影響度・リスクレベルを加味した
受変電設備の総合評価例

設置環境診断・SF6ガス分析・油中ガス分析・油中フルフラール分析

設
備
更
新
・
リ
プ
レ
ー
ス

運転中に生じる過熱、放電などの異常検出など

通常運転時の設備状態を把握

突発事故の発生リスクを低減

停電点検時の整備ポイントの絞り込み

非運転時の
設備状態を把握

電気設備 活線診断のおすすめ

１．突発事故の発生リスクを低減

従来の点検作業（日常の目視や停電点検）では把握が難しかった異常を発見でき、突発事故
の発生リスクを低減します。

●『従来の点検作業では把握が難しかった異常』とは、目視や停電点検では把握が困難な「異常過熱」
「異常放電」「ガス漏れ」「ガス劣化」「絶縁油劣化」「軸受け振動異常」など。

※活線作業のため、安全離隔距離が確保できない機器や引き出し機器に対しては、診断を行えない場合があります。

２．停電点検を効率的・高度に支援

活線診断で発見した整備ポイントを停電点検に合わせて重点的に整備でき、その交換部品を
事前に手配できるなど、効率的・高度に停電点検を支援します。

３．保守費用の効率的運用と設備更新計画の支援

明電舎の長年にわたる経験・技術・ノウハウを生かし、お客様に最適なメンテナンスを
ご提案し、電力供給の信頼性を向上させると同時に、保守費用の効率的運用と設備更新
計画の支援を行います。

活線診断

・機器の分解整備
・特性試験など

活線診断で明確化した
異常箇所を重点的に整備

停電点検
延
命
化
・
部
品
交
換

総
合
経
済
性
・
電
力
供
給
信
頼
性
の
向
上

総合経済性の向上・電力供給信頼性向上フロー

突発事故の発生リスクを低減し、停電点検を効率化

活線診断では、通常運転時の設備状態を把握できるため、次のようなメリットがあります。

事故
・

設備停止の
危険性

事故
・

設備停止の
危険性

電気的
ストレス

機械的
ストレス

社会的
ストレス

環境的
ストレス

接触不良・接点摩耗・
トラッキング・絶縁抵
抗低下・真空度低下・
沿面絶縁劣化など

じんあい・汚損・腐食性ガス・
ヒートサイクル・吸湿
など

振動、衝撃・変形・
発錆・摩耗・緩み
など

生産中止・保守対応不可・
ライフサイクルコスト・法
的規制（PCB・アスベスト）
など

各相の温度バランスが
改善され正常化

熱画像測定で

異常過熱箇所
の発見

目視確認では

異常なし

活線診断のメリット

〈断路器の熱画像測定の例〉

リサイクルリサイクル

更新計画更新計画

更 新更 新

延命処置延命処置

予防保全予防保全

竣工・引き渡し竣工・引き渡し

事後保全事後保全 改良保全改良保全
保全支援保全支援

運用管理運用管理

総合診断総合診断

設計・製作 施 工計 画

安定運用期

運用開始期老朽化進行期

保全コンサルティング保全コンサルティング

Lifecycle
Engineering

7 81

・ 国交省電気通信設備劣化診断（電力設備編）の評価表を活用
・ 劣化評価点から故障発生レベルを算出
・ 設備ごとに故障時の影響度を評価
・ 故障発生レベルと影響度評価からリスクレベルを算出
・ 一次評価での必要処置費用を算出、対策実施後を想定した二次評価

主に変圧器のガス成分量分
析などにより、機器内部の
状態確認及び劣化度の確認
が可能。

SF6 ガス分析�

充電中の高圧電力用ケーブ
ル診断の例
劣化兆候を把握し細密診
断、更新時期をサポート。

（専用端子箱の設置が必要
になります）

高圧電力用ケーブル診断

鍛えられたプロの目により、お客様の電気設備を確認。
活線診断により、的確且つ最適な予防保全の支援。

目視確認・そのほか

設置環境診断

国交省電気通信設備劣化診断（電力設備編）
評価表による一次診断

個別機器の
影響度評価

盤毎の総括表作成

一次診断修繕費用算出

修繕実施後を想定した二次診断

受変電設備総括表の作成

総合評価・LCC*1 分析

お客様と影響度の検討

LCCの最適化
*1　LCC：ライフサイクルコスト

電気室・配電盤内、機器
表面などに堆積した汚
損物質の導電性を測定。
導電率を等価塩分付着
量に換算し汚損度として
定量的に分析、汚損に含
まれるイオン成分を分
析することで、設備環境
の状況を確認し改善策
を提供。

80

60

40

20

0

高圧受電盤

高圧き電盤

高圧
コンデンサ盤低圧電灯盤

低圧非常
動力盤

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

更新

修繕

レーダーチャートによる費用対効果の見える化

一次評価

二次評価

0～20：許容範囲

20～40：次年度
 リスク低減要

40 以上：早急に
 リスク低減要

油入変圧器劣化診断
（ガス分析・フルフラール分析）

主に油入変圧器の絶縁
油分析などにより絶縁
油の成分量のほか、機
器内部の状態確認及び
劣化度の確認が可能。
※採油用ドレン付きに限る。
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